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１、はじめに
王寺小学校（一部） 王寺南小学校 王寺南中学校

 1～4年 太子学舎 5～9年 畠田学舎

王寺町立王寺南義務教育学校



１、はじめに

畠田学舎（5～9年）

★中学校教員による5～6年生へ
の教科担任制

算数

理科

音楽



１、はじめに

教科担任制に向けての取り組み

★9年間の系統的なカリキュラム作成

⇒小学校の理科では、中学校で学習
する内容と同様の分野が多く存在する

★小学校への出前授業

⇒上記の重複している内容について
の対話的な活動を取り入れた授業実践
を行った。



１、はじめに
第6学年「金属を変
化させる水溶液」と
「第7学年」水溶液
および「第9学年」
金属イオンについて
の授業実践（←A授
業）

※第9学年「イオンの
なりやすさ」にも関
わる。

第 4 学年「水の三
態変化」と第 7 学
年「状態変化と熱」
についての授業実践
（←B授業）



２、A授業「金属にうすい塩酸を加
えるとどうなるか調べる」

 スチールウール アルミニウムはく



２、A授業「金属にうすい塩酸を加
えるとどうなるか調べる」

パターン１ パターン2

月 火 水 木 金

1 国語 国語 社会 国語 算数

2 社会 理科 国語 家・音 理科

3 家庭 算数 外国語 社会 理科

4 算数 音楽 算数 算数 書写

5 図・体 体育 道徳 外国語 体育

6 図工 学活 ク・委 総合

月 火 水 木 金

1 国語 国語 社会 国語 算数

2 社会 理科 国語 家・音 外国語

3 家庭 算数 理科 社会 理科

4 算数 音楽 算数 算数 書写

5 図・体 体育 道徳 総合 体育

6 図工 学活 ク・委 総合



２、A授業「金属にうすい塩酸を加
えるとどうなるか調べる」

反応が比較的早いマグネ
シウムを使用して、45分
でおさまる授業づくりを
行った。

←マグネシウム



２、A授業「金属にうすい塩酸を加
えるとどうなるか調べる」
学習活動 指導上の留意点

導入

腐食した金属像の写真を見て気づいたことを話し合う。
・表面が溶けたようになっているよ。
・酸性雨が原因じゃないかな。酸性雨が金属やコンクリートを溶か
すって聞いたことがあるよ。

○腐食した金属像などの画像を見せ、その原因な
どを話し合わせ、酸性雨などの金属を変化させる
水溶液に興味を持たせる。このとき、酸性雨その
ものは簡単な説明にとどめ、金属を変化させる水
溶液が存在するという認識をもたせる。

展開

○アルミニウムはく、スチールウール（鉄）、マグネシウムリボンに
塩酸を加えたときに激しく反応する順番を予想する。
○金属に塩酸を加えると、どのように変化するのか調べる。
マグネシウムの反応を図3に示す。
○実験をし、結果をまとめる。
・鉄とアルミニウム、マグネシウムから泡が出てきた。
・マグネシウム→スチールウール→アルミニウムの順に激しく反応し
ていた。
・試験管が熱くなった。
・金属はなくなってしまった。

○個人で考えたあと、グループで話し合い、順位
と理由をまとめさせ、黒板にホワイトボードを貼
る。

○身近にある金属として、スチールウールとアル
ミニウを提示する。またマグネシウムという金属
について紹介する。（燃焼等を演示する）
○金属が溶けていく様子や発生する気体の様子を
記録させる。

まとめ
○まとめる
金属に塩酸を加えると、熱や泡を出して溶ける。
○塩酸に溶けた鉄などはどうなったのか、モデル図にかき、考えを交
流し、その考えを確かめる方法を考える。

○個々の自由なイメージをもとに、図をかかせ考
えを交流する。
○金属が小さな粒子に分かれて溶け出すイメージ
を持たせたい。

45分の1コマで授業を行うことができた。



２、A授業「金属にうすい塩酸を加える
とどうなるか調べる」・アンケート結果

質問1今日の学習内容がよく分かったか。

人数 ％

よくわかった。 62 57.4

わかった。 45 41.7

あまりわからなかった。 1 0.9

わからなかった。 0 0.0

合計 108 100.0



２、A授業「金属にうすい塩酸を加える
とどうなるか調べる」・アンケート結果

質問2 授業で分かったこと。

・小学校ではしないマグネシウムの実験をして、泡
が出てきたり、試験管が熱くなったりしたこと。
・塩酸にはマグネシウムや鉄、アルミニウムを溶か
す力があることについて1つ1つ説明が詳しくてわか
りやすかった。
・中学校の理科専門の先生であったので、わかりや
すく、いろいろな種類の金属の変化を知ることがで
きたこと。



２、A授業「金属にうすい塩酸を加える
とどうなるか調べる」・アンケート結果

質問3 今日の授業は楽しく参加できたか。
人数 ％

とても楽しかった。 46 42.6

楽しかった。 55 50.9

あまり楽しくなかった。 7 6.5

楽しくなかった。 0 0.0

合計 108 100.0



２、A授業「金属にうすい塩酸を加える
とどうなるか調べる」・アンケート結果

質問4 楽しいと感じたこと

・普段できない実験ができたこと。文字だ
けでは分からないことを体験できたこと。
・中学校の先生がおもしろかったこと。
・先生がわかりやすく説明してくれたこと。
・新しい発見をしたこと。



３、B授業「あわの正体を予想しよう」



★第４学年でのつながり

★第７学年でのつながり

実験：あわの正体をさぐろう

水の状態変化

固体
氷 水

気体

液体

水蒸気

加熱

冷却



本時の目標：水を沸騰させる実験を行い、その結果から「あわの正体」について状態変化と

関連付けて説明することができる。【思考力・判断力・表現力等】
学習活動 指導上の留意点 評価

導入

〇班の役割を決める。
〇学習問題を確かめる。
・泡の正体は空気ではないか
・泡の正体は水蒸気ではないか。

プリントに記載させる。

実験プリントを配布する。

展開

〇実験装置をつくる。

〇ガスコンロをつける。

〇実験結果を予想する。
火をかけたビーカーの中がどうなるのか
を予想し、班で意見を出し合う。
⇒全体で共有する。

〇ビーカーの中を観察する。

〇実験結果がでたら、沸騰が激しくなる
前にガスコンロの火を止め、その後のよ
うすを観察する。

実演し、大ビーカーに500mLの水を入れ、小ビーカー
を裏返すところまで作成させる。おわったら手をあ
げさせる。
※ガスコンロをつけるところは全員で一緒にするこ
とを伝える。
※小ビーカーに気体が入らないように注意する。
※突沸を防ぐため沸とう石を入れさせる。

机間指導をし、安全に最大限配慮する。

まずは個人で考え、班で共有する。
※ガスコンロで火をつけ、ビーカーに当ててから約
15分後に結果が出るので、実験の予想は10分弱で終
了させる。

まとめ

〇実験結果のみ各班の意見を聞き、共有
しておく。
〇実験結果を考察する。
あわの正体について根拠を基に考察し、
班で意見を出し合う。

まずは個人で考え、班で共有する。
プリントを回収する。

実験プリ
ント



★ワークシート

（小学校）



（中学校）



★予想（あわの正体は？）
小学校４年生 中学校１年生

※令和2年3月当時のものです。

気体名（泡の正体） 人数（人）

水素 3

空気 48

水 3

水蒸気 14

ガス 2

煙 1

二酸化炭素 4

酸素 1

欠席者 1

気体名（泡の正体） 人数（人）

水素 4

空気 2

水 9

水蒸気 47

二酸化炭素 2

酸素 7

欠席者 5



★予想（結果は？）小学校４年生



★予想（結果は？）中学校1年生



★授業のようす（令和２年３月）



★結果（動画）



★結果

中に泡（気体）がある程度たまると小ビーカーが
浮き、小ビーカーの上部が大ビーカーの水面より上
に行くと、周囲の空気によって小ビーカーの中の気
体が冷やされ、液体に戻ることで、小ビーカーは沈
む。このことから、泡（気体）は水蒸気だと分かる。

小ビーカーが浮いたり沈んだりする現象を、
状態変化と関連付けて説明することができる。



考察 小学校４年生



考察 中学校1年生



まとめ

中学校の授業を行う際の課題と考察

小学校でどのような内容を学習してい
るのかを確認することは非常に重要
用語は中学校ではじめて学習することが多い
が、その背景にある現象は小学校において丁
寧に観察、実験が行われていることが多い。



まとめ
中学校の授業を行う際の課題と考察
小学校：興味関心をもち、予想や計画を立て、実験結果から
考察したり、考えを深めたりするなど、児童が主体的に問題
解決に取り組んでいる。

中学校：多様な予想が出にくく、実験結果などから考察した
り、考えを深めたりするなど、生徒が課題解決に取り組みに
くい。

⇒学習した知識を活用して取り組めるような実
験を行うことで生徒が課題解決をしようとする。

多様な意見が出ることで、対話を通して考えを
深めることができた。
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